


食行動の

発達と支援

乳
児
期
の
食
に
関
係
す
る
発
達
に
は

構
造
と
機
能
と
行
動
が
あ
る

乳
児
の
食
に
関
係
す
る
発
達
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
口
腔
の
形
態
・
構
造
、
摂
食
嚥
下
機

能
、
食
行
動
の
発
達
で
す
。
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
表
）
は
い
ず
れ
も
大
切
な
要
素
に
な
り
ま
す
が
、
忘
れ
ら
れ
が
ち
な

の
は
食
行
動
の
発
達
で
す
。

口
腔
の
形
態　

乳
児
期
前
半
の
口
腔
の
形
態
は
、
乳
首
が
口
腔
内
に
収
ま
り
や
す
い
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

口
唇
と
舌
で
乳
首
を
と
ら
え
陰
圧
を
つ
く
り
、
効
率
よ
く
哺
乳
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
ま
す
。
歯
の
萌
出
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
６
か
月
頃
か
ら
前
歯
が
生
え
始
め
、
哺
乳
か
ら
咀
嚼
へ
の
変
化
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
３
歳
頃
に
乳

歯
が
生
え
そ
ろ
い
、
６
歳
頃
か
ら
永
久
歯
に
生
え
替
わ
り
始
め
、
咀
嚼
に
適
し
た
形
態
に
な
り
ま
す
（
図
１
、
２
）。

摂
食
嚥
下
機
能　

出
生
直
後
は
、
乳
汁
を
反
射
的
に
哺
乳
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
６
か
月
頃
か
ら
離
乳
食
を
食

べ
、
１
歳
頃
に
な
る
と
咀
嚼
が
し
っ
か
り
し
て
嚥
下
も
上
手
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
大
き
め
の
固
形
物
を
処
理
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

食
行
動
の
発
達　

乳
児
期
の
食
行
動
の
発
達
は
、
哺
乳
か
ら
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
や
自
分
で
食
べ
る
こ
と
へ
の
変

化
で
す
。
４
〜
５
か
月
頃
に
は
、
指
を
し
ゃ
ぶ
り
、
玩
具
や
洋
服
を
な
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
６
か
月
頃
に
は
手
に
し

た
食
物
を
口
に
運
び
ま
す
。
離
乳
食
開
始
時
期
か
ら
自
分
の
手
で
食
物
を
も
ち
食
べ
る
こ
と
を
経
験
し
、
手
指
と
口
と

の
協
調
運
動
や
食
物
の
選
択
を
学
び
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
は
口
に
入
る
も
の
か
ら
の
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
視
覚
な
ど

の
感
覚
刺
激
を
受
け
、
食
物
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
自
分
で
食
べ
る
行
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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表　食べることの発達の３つのポイント

図 1　乳歯と永久歯の萌出時期

上顎

A 乳中切歯  8～11ヵ月

中切歯 （7～8歳）
側切歯 （8～9歳）
犬歯 （11～12歳）
第一小臼歯（10～11歳）
第二小臼歯（10～12歳）
第一大臼歯（6～7歳）
第二大臼歯（12～13歳）
第三大臼歯（17～21歳）

第三大臼歯（17～21歳）
第二大臼歯（11～13歳）
第一大臼歯（6～7歳）
第二小臼歯（11～12歳）
第一小臼歯（10～12歳）
犬歯 （9～10歳）
側切歯 （7～8歳）
中切歯 （6～7歳）

B 乳側切歯  11～12ヵ月
C 乳犬歯       8～11ヵ月
D 第一乳臼歯 1 歳 6ヵ月
E 第二乳臼歯          2 歳

E 第二乳臼歯 　　　2歳
D 第一乳臼歯 1 歳 6ヵ月
C 乳犬歯       1 歳 8ヵ月
B 乳側切歯  10～11ヵ月
A 乳中切歯      6～7ヵ月

下顎

大人子ども

図 2　乳児と成人の咽頭の比較（矢状断）
乳児では口腔が狭く、軟口蓋から喉頭蓋の距離が短い。

鼻腔
口腔
軟口蓋

舌
喉頭蓋
舌骨
声帯
食道
気管

上咽頭

中咽頭

下咽頭

大きな口腔構造の変化ばかりでなく、
食行動の発達にも注目しなければ‼

新生児期 乳児期後期

口腔形態 無歯、狭い 乳歯が萌出、広い

摂食嚥下機能 乳汁を飲む 乳汁を飲む＋固形物を咀嚼

食行動 哺乳（飲む）
手づかみ（自分で食べる）
離乳食（食べさせてもらう）

7　乳児期の食に関係する発達には構造と機能と行動がある



子どもの

摂食嚥下障害

子
ど
も
の
摂
食
嚥
下
障
害
の
理
解

今
ま
で
述
べ
て
き
た
食
行
動
や
摂
食
嚥
下
機
能
の
発
達
が
、
摂
食
嚥
下
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
の
食
行
動
の
発
達
の
理
解
は
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
み
る
こ
と
に
不
可
欠
で
あ
り
、
逆
に
摂

食
嚥
下
障
害
の
子
ど
も
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
定
型
的
な
摂
食
機
能
や
行
動
の
発
達
の
理
解
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
も
と
に
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
機
能
の
発
達
と
障
害
は
、
年
齢
に
よ
り
哺
乳
期
、
離
乳
期
、
幼
児
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
離
乳
期
が
も
っ
と

も
変
化
の
大
き
い
時
期
で
あ
り
、
幼
児
期
ま
で
に
成
人
に
近
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
乳
幼
児
期
の
経

験
が
そ
れ
以
降
の
摂
食
嚥
下
機
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
学
童
期
の
摂
食
嚥
下
障
害

も
乳
幼
児
か
ら
考
え
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
摂
食
嚥
下
障
害
に
お
い
て
は
、
遅
れ
な
が

ら
も
通
常
の
発
達
過
程
を
た
ど
る
場
合
と
、
機
能
障
害
に
よ
り
特
有
の
発
達
を
示
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
正
常
の
発
達
過
程
を
知
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
摂
食
嚥
下
障
害
は
細
か
い
部
分
ば
か
り
み
て
い
て
は
適
切
な
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
。
楽
し
く
気
持
ち
よ
く
感
じ
る

食
事
や
食
物
は
摂
食
嚥
下
機
能
を
上
げ
ま
す
。
食
事
は
脳
で
食
べ
る
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
の
対
応
が
重
要
で
す
。

生
体
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
栄
養
や
成
長
な
ど
の
生
命
の
維
持
や
誤
嚥
防
止
な
ど
の
安
全
の
配
慮
に
な
り
ま
す

が
、
食
事
を
楽
し
む
こ
と
は
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
に
な
り
ま
す
。
食
欲
や
生
活
や
環
境
は
す
べ
て
の
土
台
と
な
り
、

そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
う
え
で
細
か
な
摂
食
嚥
下
機
能
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
）。
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食べる機能の

評価のポイント

病
歴
と
観
察
か
ら
食
べ
る
機
能
を
評
価
す
る

摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
に
は
、
診
察
と
検
査
が
あ
り
ま
す
。
診
察
に
よ
る
評
価
は
、
一
般
の
診
療
と
同
様
に
病
歴
聴

取
が
重
要
で
す
。
病
歴
聴
取
で
は
、
基
礎
疾
患
・
合
併
症
や
栄
養
摂
取
法
、
摂
取
量
や
成
長
発
育
経
過
の
把
握
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

次
に
身
体
所
見
と
摂
食
嚥
下
機
能
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
摂
食
嚥
下
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
、
他
の
障
害
を
伴

う
こ
と
も
多
い
の
で
、
運
動
機
能
、
知
的
発
達
、
社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
呼
吸
や
筋
緊
張
な
ど
や
そ
の
病

態
の
総
合
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
、
支
援
計
画
や
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

そ
し
て
子
ど
も
が
落
ち
着
い
て
い
る
状
態
で
の
呼
吸
、
意
識
、
粗
大
運
動
、
上
肢
機
能
（
指
し
ゃ
ぶ
り
な
ど
）、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
知
的
能
力
、
唾
液
の
処
理
（
む
せ
や
せ
き
込
み
）
な
ど
を
み
ま
す
。
そ
の
な
か
で
摂
食
嚥
下
障

害
の
重
症
度
の
評
価
と
目
標
を
設
定
し
ま
す
（
80
頁
参
照
）。

評
価
で
は
、
大
き
く
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
①
成
長
・
発
達
、
②
基
礎
疾
患
・
合
併
症

と
そ
の
病
態
、
③
全
身
状
態
・
栄
養
、
④
摂
食
嚥
下
機
能
、
の
評
価
が
必
要
で
す
。

成
長
・
発
達
：
成
長
は
体
重
や
身
長
の
バ
ラ
ン
ス
や
標
準
か
ら
の
乖
離
と
変
化
を
み
ま
す
が
、
基
礎
疾
患
や
合
併
症

を
考
慮
し
て
の
評
価
が
必
要
で
す
。
運
動
発
達
で
は
頸
部
の
支
持
、
知
的
・
行
動
発
達
で
は
食
事
に
対
す
る
意
欲
を
評

価
し
ま
す
。

基
礎
疾
患
・
合
併
症
と
そ
の
病
態
：
基
礎
疾
患
に
伴
う
口
腔
の
構
造
要
因
、
食
物
を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
嚥
下
過
程
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精神･心理的要素

食
物
の
認
知

捕
食

咀
嚼
・
吸
啜

　食
塊
形
成

咽
頭
へ
の
送
り
込
み

咽
頭
通
過

食
道
通
過

随意運動

嚥下

不随意運動

認知捕食期 口腔
準備期

口腔
送り込み期

咽頭期 食道期

図　摂食嚥下機能のどの段階での障害か

認知捕食期　　　飲食物の形や量、質等を認識する
口腔準備期　　　哺乳や飲食物を噛み砕き、飲み込みやすい形状にする
口腔送り込み期　飲食物を口腔から咽頭に送り込む
咽頭期　　　　　飲食物を咽頭から食道に送り込む
食道期　　　　　飲食物を食道から胃に送り込む

摂食嚥下機能ばかり
みていてはダメなのですね!!

表　評価のポイント

１　成長・発達
２　基礎疾患・合併症とその病態
３　全身状態・栄養
４　摂食嚥下機能

77　病歴と観察から食べる機能を評価する


